
令和４年度 社会科委員会 研究計画

委員長 大池　満 （龍江小学校）

副委員長 伊藤　寛明 （平谷小学校）

会計 篠原　岳成 （高森中学校）

記録 西沢　直樹 （高森南小学校）
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部・委員会名

研究テーマ 社会的事象に興味・関心をもち，自分の学びを実感できる社会科学習

予定月日

今年度の研究計画の検討

社会科委員会

研究内容

①単元を貫く学習問題に対する振り返りを毎時間行い、子どもたちが問いをもっ
て学び続けたり、自分の学びを修正したりできるようにする。さらに、単元の終末
の場面では、単元の最初の自分の考えと比較する場面を設定し、単元を通した
自分の成長に子どもたち自身が気付けるようにする
②地域素材を題材にした単元を据え、子どもたちがより「自分事」として追究でき
るようにしたり、追究の過程の中で地域の「ひと」「もの」「こと」と出合い、より多
面的・多角的に考察できるようにする
③遠隔合同授業やICTを活用して、個々の様々な考えを可視化したり、子どもた
ちが多様な考えに触れたりしながら追究できるようにする

研究集録原稿の校正

研究集録原稿の最終確認、次年度の研究の方向を検討
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委員会内容

１　委員による公開授業
　（１）　小学校
　　　　９月　　根羽学園と新野小学校　　※社研公開と同一授業
　　　　　　　　　・授業者　上柳智寛先生（根羽学園）・増田正太郎先生（新野小）
　　　　　　　　　・授業学年　小学校６年生
　　　　　　　　　・内容　　地域の抱える課題に対応する地方自治
　（２）　中学校
　　　　９月　　鼎中学校　※社研公開と同一授業
　　　　　　　　　・授業者　下沢友哉先生
　　　　　　　　　・授業学年　中学校３年生
　　　　　　　　　・内容　　地域の未来創造と地方自治の役割

２　小中高教科等連絡会
　　１０～１１月　　喬木第二小学校

３　教育課程研究協議会への協力

・実証授業後の会場校での授業研究会
・委員会公開授業や研究集録作成のための小委員会を3回程予定している

実証授業の単元展開と単元を貫く学習問題の振り返りの手立てを検討

単元展開の最終確認と実証授業の本時案検討①

実証授業の本時案検討②

実証授業の振り返り、郡展の準備

研究集録作成の打ち合わせ
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